
第3類医薬品ご使用に際してこの説明文書を必ずお読みください。
また、必要なときに読めるよう大切に保管してください。

外用鎮痛消炎エアゾール剤

○6つの有効成分の作用で痛みにすぐれた効果を発揮。
○液剤が広がらず患部に集中噴霧。
○微香性だからシーンや場所を選ばず使える。パウダーインでさらっとした使用感。

【用法及び用量】
１日数回、患部に適量を噴霧してください。
①小児に使用させる場合には、保護者の指導監督のもとに使用させてください。また、
刺激が強く感じられることがあるため、７歳未満の人への使用はさけてください。
②目に入らないよう注意してください。万一、目に入った場合は、すぐに水又はぬるま湯で洗
い、症状が重い場合には眼科医の診療を受けてください。
③大量・広範囲には使用しないでください。
④凍傷のおそれがあるため、患部から１０ｃｍ以上離して噴霧するほか、同じ所に３秒以上連続
して噴霧しないでください。
⑤外用にのみ使用し、吸入しないでください。吸入によりめまい、はき気等の症状をおこす
ことがあるので、できるだけ吸入しないよう、また周囲の人にも十分注意してください。
⑥パウダー入りですので、よく振ってから使用してください。

【効能又は効果】
筋肉疲労、筋肉痛、関節痛、打撲、捻挫、骨折痛、腰痛、肩こり、しもやけ

【してはいけないこと】
（守らないと現在の症状が悪化したり、副作用がおこりやすくなる）
１．次の部位には使用しないこと　1）目の周囲、粘膜など　2）湿疹、かぶれ、傷口
【相談すること】
１．次の人は使用前に医師、薬剤師又は登録販売者に相談すること
・薬などによりアレルギー症状をおこしたことがある人

２．使用後、次の症状があらわれた場合は副作用の可能性があるので、直ちに使用を中止し、
この説明文書をもって医師、薬剤師又は登録販売者に相談すること

3．５～６日間使用しても症状がよくならない場合は使用を中止し、この説明文書をもって
医師、薬剤師又は登録販売者に相談すること

関係部位
皮　　膚

症　　状
発疹・発赤、かゆみ、かぶれ、はれ、痛み

使用上の注意
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